
音声による耳学の効果       ２０２５年２月１０日 

音声による耳学の効果を測定した          
測定方法：理科検定の合格率 
測定対象：小学生とした 

１ 情報機器の発達で学習内容を音声化できるようになった 
   
  情報機器の発達で学習内容を比較的容易に音声化できるようになった。 
  読み上げソフトウェアを使って中学理科４分野の学習内容を音声化した。 
 

２ 学習要素 
   
  図表・文字・音声を学習三要素という。 
  これまでの学習法は主に視覚能を使って図を見て、文字を読んで学習する方法であった。 
  ここに音声を加えることで学習三要素を満たすかたちの学習スタイルが確立できた。 
  つまり、視覚能と聴覚能をバランスよく活用できる学習スタイルを実現したのである。 
 

３ 聞ける化ペーパーの開発 
   
  紙に学習内容を印刷、その内容を音声化してクラウドに収め、これをＱＲコードを通して視聴できるようにした。 
  そうすることで、学習者は紙に記載された理科の内容を音声でも聴くことができるようになった。 
  クラウドには２００以上のコンテンツが収まり、学習者はＱＲコードをモバイルやタブレットでその内容を紙で視聴できることになった。 
 

４ 理科検定の合格率が飛躍的に上昇した 
 
  小学生と中学生の「理検３級」の合格率は変わらなくなった。 
  聞ける化ペーパーで学習した小学生の「理検３級」の合格者は１０人中８人であった。一方中学生の平均合格率は約６６％程度である。 
 

５ 結論・・・学習内容を音声化すると高速学習が可能になるため、繰り返し学習の結果がこのような好成績をもたらしたも 
       のと考えられる。 
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